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「放射線」とは、「放射性物質」から放出される粒子線（目に見えない小さな物
質）や電磁波（目に見えない光のなかま）のことです。

放射線には、アルファ線、ベータ線、ガンマ線、エックス線、中性子線などの種類があ
ります。

このうち、粒子線がアルファ線とベータ線、中性子などで、電磁波がガンマ線、エッ
クス線です。
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放射線には物体を通り抜ける性質（透過）があり、その種類や物体の材質、厚さに
よって「透過する」「透過しない」が分かれます。

例えば、アルファ線は紙で止めることができますが、ベータ線は通り抜けます。

ベータ線はアルミニウム等の薄い金属板かプラスチックで止まりますが、ガンマ線や
エックス線は通り抜けます。

ガンマ線は、鉛や厚い鉄の板で止まります。
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放射線には、電離作用、蛍光作用、透過作用があり、各特性は医療や工業、農業等
のさまざまな分野で応用されています。

電離作用は、放射線が物質を通過するとき、もっているエネルギーを原子や分子に
与え、電子をはじき出す働きです。

蛍光作用は、放射線などが物質にあたったとき、その物質から光を出させる働きです。

透過作用は、さきほど説明したとおり、放射線が物質を通り抜ける作用で、レントゲン
など医療分野で利用されています。
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「放射能」は、放射線を出す能力のことをいいます。
また、放射線を出す能力をもった物質のことを「放射性物質」といいます。

懐中電灯を放射性物質に例えると、
懐中電灯から出る光＝放射線
懐中電灯の光の強さ＝放射能の強さ
となります。

放射能の強さを表すときは「ベクレル」、放射線によってどれだけ影響があるのかを
表すときは「シーベルト」という単位を使います。
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放射能の強さや放射線を受けた人体への影響など、調べる目的に合わせて使われ
る単位には、ベクレルやシーベルトなど、いくつかの種類があります。

また、小さい値を示す際には、 「ミリ」や「マイクロ」などが使われます。

例えば、１ミリシーベルト（１ｍＳｖ）は１シーベルト（１Ｓｖ） の1000分の１、
１マイクロシーベルト（１µＳｖ）は１ミリシーベルト（１ｍＳｖ）の１０００分の１です。
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放射性物質は放射線を出してほかの物質に変わっていくため、その量は時間ととも
に減少していきます。

放射性物質の量が元の半分になるまでの時間を「物理的半減期」といいます。
例えば、セシウム１３７の物理的半減期は３０年です。

ただ、セシウム１３７が食品などと一緒に体内に取り込まれた場合、３０年たっても半
分にしかならないかというとそうではありません。

体の代謝や排せつといったメカニズムにより体外に出されるからです。

こうした体の働きにより体内の放射性物質が半分に減少する期間を「生物学的半減
期」といいます。

また、物理学的半減期と生物学的半減期の両方の効果をまとめて考えた場合の半
減期を「実効半減期」といいます。
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私たちは、日常生活を送る上で、日本平均で年間２.１ミリシーベルト、自然界から放
射線を受けています。

また、自然界から受ける放射線以外に、身近な例として、レントゲン写真やＣＴスキャ
ンなど人工的に作り出した放射線を受ける場合があります。
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放射線を受けると、細胞内の染色体内にあるＤＮＡが損傷を受けますが、人体は損
傷を修復する機能を備えているので、放射線量が少ない場合は、ほとんど影響があり
ません。

しかし、一度に受けた放射線量が多い場合は修復が間に合わず、変化する細胞も多
く障害が現れるため、最悪の場合には死亡してしまいます。

なお、１００ミリシーベルト以下の放射線を一度に全身に受けた場合の確定的影響は
確認されていません。
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広島県と長崎県で続けられている被爆者の追跡調査によると、100～200ミリシーベ
ルト被ばくした人が、がん（白血病などの血液のがんを除く）になるリスクは、被ばくして
いない人の1.08倍という研究結果が出ています。
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放射線を受ける量を減らすためには、①受ける時間を減らす、②放射線から距離をと
る、③適切な遮へい物を設置する、の３つが重要です。

この「時間」「距離」「遮へい」が放射線防護の三原則で、放射性物質が体の外部にあ
る場合に、体外からの被ばく線量を低減するための原則です。

「遮へい」の原則は、放射線源と作業者の間に遮へい物を設置することにより被ばく
線量を低減すること、

「距離」の原則は、放射線源と作業者との距離を離すことにより、作業時における空
間線量率を低減すること、

「時間」の原則は、作業者が放射線を受ける時間を短縮することです。
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放射線測定器には、さまざまな種類があり、同時にすべての情報を得ることができる
万能な測定器ではありません。

そのため、目的に応じて適切な測定器を選ぶ必要があります。

例えば、ペガサスについては、半導体を使って、空間のガンマ線を測定するのに用い
ます。
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県は、島根原子力発電所周辺の空間放射線量率を平常時から連続測定し、異常の有
無を監視するため、モニタリングポストを24地点に設置しています。
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県庁１階の県民室などに設置している環境放射線情報システム表示装置に、環境放
射線の測定結果などをリアルタイムで更新・表示するとともに、
原子力や放射線に関する啓発アニメーションなどを放映しています。
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県は、地域住民の安全確保及び環境の保全を図るため、環境放射線などの調査を
行っています。
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平常時に監視している固定局の測定結果については、テレメータシステ
ムを用いて24時間連続で監視し、県のホームページなどで公表していま
す。
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